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 要するに、鋳貨形態のような「国家的制服」（K.,Ⅰ, S.139,〔1〕221 頁）とまではいえないに
せよ、商品もまた生身の状態ではなく、商品世界の「市民」（K.,Ⅰ, S.77,〔1〕119 頁）として分
相応の、何らかのお仕着せに身を包むのである。 































































の飛躍〔Salto mortale〕」（K.,Ⅰ, S.120,〔1〕191 頁）を、ありうべき唯一の商品販売のあり方と
して特権化する見方であろう。将来の現金貨幣または現在の信用貨幣にたいするより高額での
販売のために、あえて目の前の現金貨幣にたいして売り惜しむといった商品販売のあり方は、





































































































































































































































































































































































































するに止めつつも、「もしも 20 エレ出しても、上衣一着が得られないとすれば、25 エレ
出すかもしれない。そういうふうに代わりうる関係だと考えるべきです。‥‥‥例えば
ほかのリンネルをもっているものが 25 エレで上衣一着に値するといっているとすれば、
自分のほうも 25 エレに上げなければならないかもしれない」（109 頁）と述べている。
宇野［1970・73］715 頁も参照せよ。 
【56】その意味において、広告宣伝を始めとする商品の販促活動には、売り手がそれを意図す
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